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3.2 文化財等 

3.2.1 事後調査方法等 

1）調査内容 

ア.埋蔵文化財の状況 
対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包蔵地における埋蔵文化財の状況

を把握しました。 

 

イ.環境の保全のための措置の実施状況 
評価書において工事中に配慮するとしていた環境の保全のための措置の実施状況を

把握しました。 

 

2）調査期間 

本事業の工事に先立ち令和 2 年 9 月 1 日から 10 月 9 日にかけて、横浜市教育委員会

により実施された試掘調査の結果、近代に属すると考えられる遺構・遺物が発見された

ことから、工事着工前（令和 3 年 1 月 15 日から 3 月 30 日）及び工事中（令和 3 年 10 月

5 日から 12 月 28 日）に横浜市教育委員会の指導・助言のもと、事業者が発掘調査を実

施しました。 

以上より、工事着工前（令和 3 年 1 月 15 日）から計画建築物竣工（令和 7 年 12 月 26

日）までを対象としました。 

 

3）調査地点 

対象事業実施区域内全域を対象としました。 

 

4）調査方法 

ア.埋蔵文化財の状況 
埋蔵文化財調査結果及び関係機関協議等の資料を整理する方法としました。 

 

イ.環境の保全のための措置の実施状況 
施工担当者へのヒアリング及び現地確認による方法としました。 
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3.2.2 事後調査結果 

1）埋蔵文化財の状況 

対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）は、表 3.2-1 及び図

3.2-1 に示すとおりです。 

対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包蔵地（港町一丁目遺跡（二代目旧

横浜市役所跡））については、工事に先立って埋蔵文化財調査の実施方法について横浜市

教育委員会と協議を行いました。その後、横浜市教育委員会の指導・助言のもと、二代

目旧横浜市役所の基礎遺構や遺物等を対象とした発掘調査を実施しました。発掘調査は

図 3.2-2 に示すとおり、第一期（令和 3 年 1 月 15 日から 3 月 30 日）と第二期（令和 3

年 10 月 5 日から 12 月 28 日）に分けて行いました。 

発掘調査により出土した遺物（磁器、陶器等）及び検出された遺構（建物跡、排水施

設・配管等）についても横浜市教育委員会と協議した結果、発掘調査による記録保存を

行うこととし、必要な調査及び記録（写真撮影、測量、図面作成等）を実施した上で令

和 5 年 3 月に記録保存を完了し、適正な保存を図りました。出土遺物及び図面、写真等

の記録資料は、一括して横浜市教育委員会の管理のもと保管されています。また、工事

において出土した二代目旧横浜市役所に使用されていた松杭の一部は「ザ レガシー」の

一角に展示し、発掘成果の周知と文化財の適切な活用を図っています。調査により出土

した遺物及び検出された遺構の一部は、写真 3.2-1 及び写真 3.2-2 に示すとおりです。 

なお、埋蔵文化財包蔵地（港町一丁目遺跡（二代目旧横浜市役所跡））は、本事業の工

事に伴い一部を改変し、対象事業実施区域の南東側敷地境界付近に一部が露出していた

二代目旧横浜市役所の基礎遺構については、全て解体・撤去しました。 

 

表 3.2-1 対象事業実施区域内の周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の状況 

No. 所在地 種類 地目 立地 時代・時期 遺跡名・内容 

1 港町一丁目 1 番地 
近代煉瓦造建物跡 

・外構 
宅地 埋立地 

近代 

（明治期） 

港町一丁目遺跡（二代

目旧横浜市役所跡）※ 

※：令和 2 年 12 月 24 日周知 

資料：「「神奈川県埋蔵文化財包蔵地台帳」及び「神奈川県遺跡分布地図」の変更増補について（通知）」（令

和 2 年 12 月 24 日、文遺第 2260 号） 
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図 3.2-1 対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この図は、地理院タイルに対象事業実施区域等を追記して掲載しています。 
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資料：「港町一丁目遺跡（二代目旧横浜市役所跡）」（令和 5 年 3 月、株式会社パスコ）に一部加筆 

 

図 3.2-2 埋蔵文化財調査範囲  

第二期調査 

第一期調査 
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陶器（羽釜） 磁器（小坏） 

  
  

建物跡 排水施設 

  
資料：「港町一丁目遺跡（二代目旧横浜市役所跡）」（令和 5 年 3 月、株式会社パスコ） 

 

写真 3.2-1 出土した遺物及び検出された遺構（第一期） 

 

 

  
陶器（蓋物） 建物跡（床面） 

  
資料：「港町一丁目遺跡（二代目旧横浜市役所跡）」（令和 5 年 3 月、株式会社パスコ） 

 

写真 3.2-2 出土した遺物及び検出された遺構（第二期） 

  



 

40 

2）環境の保全のための措置の実施状況 

文化財等に係る環境の保全のための措置の実施状況は、表 3.2-2(1)～(2)に示すとおり

です。 

 

表 3.2-2(1) 環境の保全のための措置の実施状況 

環境影響 

評価項目 
環境の保全のための措置 実施状況 

文化財等 対象事業実施区域内に存在する周

知の埋蔵文化財包蔵地については、

工事の着工に先立って、二代目横浜

市庁舎基礎遺構、遺物等の埋蔵文化

財調査を行います。 

対象事業実施区域内に存在する周知の埋

蔵文化財包蔵地（港町一丁目遺跡（二代目

旧横浜市役所跡））については、工事着工前

（令和 3 年 1 月 15 日から 3 月 30 日）及び

工事中（令和 3 年 10 月 5 日から 12 月 28

日）に横浜市教育委員会の指導・助言のも

と、発掘調査を実施しました。 

 

 
発掘調査 
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表 3.2-2(2) 環境の保全のための措置の実施状況 

環境影響 

評価項目 
環境の保全のための措置 実施状況 

文化財等 調査によって確認された埋蔵文化

財の適正な保存方法について関係

機関と協議し、法令等に基づき適切

に対応します。 

調査により出土した遺物（磁器、陶器等）

及び検出された遺構（建物跡、排水施設・

配管等）について横浜市教育委員会と協議

した結果、発掘調査による記録保存を行う

こととし、必要な調査及び記録（写真撮影、

測量、図面作成等）を実施した上で令和 5

年 3 月に記録保存を完了しました。出土遺

物及び図面、写真等の記録資料は、一括し

て横浜市教育委員会の管理のもと保管さ

れています。また、工事において出土した

二代目旧横浜市役所に使用されていた松

杭の一部は「ザ レガシー」の一角に展示

し、発掘成果の周知と文化財の適切な活用

を図っています。 

 

松杭の展示スペース 

 対象事業実施区域内において新た

に文化財や埋蔵文化財が確認され

た場合は、関係機関と調査等につい

て協議するなど、法令等に基づき適

切に対応します。 

対象事業実施区域内において新たな文化

財や埋蔵文化財は確認されませんでした。 
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3.2.3 事後調査結果の考察 

評価書で示した環境保全目標は表 3.2-3 に、評価書の予測結果と事後調査結果の比較

は表 3.2-4 に示すとおりです。 

本事業では、工事着工前（令和 3 年 1 月 15 日から 3 月 30 日）及び工事中（令和 3 年

10 月 5 日から 12 月 28 日）に横浜市教育委員会の指導・助言のもと、二代目旧横浜市役

所の基礎遺構や遺物等を対象とした発掘調査を実施しました。調査により出土した遺物

（磁器、陶器等）及び検出された遺構（建物跡、排水施設・配管等）について横浜市教

育委員会と協議した結果、発掘調査による記録保存を行うこととし、必要な調査及び記

録（写真撮影、測量、図面作成等）を実施した上で令和 5 年 3 月に記録保存が完了しま

した。出土遺物及び図面、写真等の記録資料は、一括して横浜市教育委員会の管理のも

と保管されています。また、二代目旧横浜市役所に使用されていた松杭の一部は「ザ レ

ガシー」の一角に展示し、発掘成果の周知と文化財の適切な活用を図っています。 

以上のことから、環境保全目標「対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包

蔵地について、関係法令等に基づき適正に保存すること。」は達成されているものと考え

ます。 

 

表 3.2-3 環境保全目標（文化財等） 

区分 環境保全目標 

・地下掘削、建物の

建設 

対象事業実施区域内に存在する周知の埋蔵文化財包蔵地について、関

係法令等に基づき適正に保存すること。 

 

 

表 3.2-4 評価書で示した予測結果と事後調査結果の比較 

評価書で示した予測結果 事後調査結果 

本事業の工事により、計画建築物の建設、

外構の植栽桝設置等のために地下部の掘削

を行うため、周知の埋蔵文化財包蔵地の一

部を改変すると予測します。 

なお、本事業の実施にあたっては、工事の

着工に先立って二代目横浜市庁舎基礎遺

構、遺物等の埋蔵文化財調査を行います。 

また、調査で確認された埋蔵文化財につ

いては、関係機関と適正な保存方法につい

て協議し、法令に基づき適切に対応してい

きます。 

対象事業実施区域内に存在する周知の埋

蔵文化財包蔵地（港町一丁目遺跡（二代目旧

横浜市役所跡））については、本事業の工事

に伴い一部を改変しました。 

なお、工事着工前（令和 3 年 1 月 15 日か

ら 3 月 30 日）及び工事中（令和 3 年 10 月 5

日から 12 月 28 日）に横浜市教育委員会の

指導・助言のもと、二代目旧横浜市役所の基

礎遺構や遺物等を対象とした発掘調査を実

施しました。調査によって確認された建物

跡、排水施設・配管、磁器、陶器等は、適正

な保存方法について横浜市教育委員会と協

議した結果、発掘調査による記録保存を行

うこととし、必要な調査及び記録（写真撮

影、測量、図面作成等）を実施した上で令和

5 年 3 月に記録保存が完了しました。出土遺

物及び図面、写真等の記録資料は、一括して

横浜市教育委員会の管理のもと保管されて

います。また、二代目旧横浜市役所に使用さ

れていた松杭の一部は「ザ レガシー」の一

角に展示し、発掘成果の周知と文化財の適

切な活用を図っています。 
  




